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ロックなどを、米国 ABCC 本部のあるワシントン DC とその実質的な病理学研究所であった AFIP





























ミー（National Academy of Science, Washington DC）および、広島・長崎 ABCC から剖検資
料ほかの病理学データが送られた米軍病理学研究所（Armed Forces Institute of Pathology, 
Walter Reed Army Hospital）から、どの程度日本に資料が返還されたのかを明らかにするため、
現在の資料の所在状況の調査を行った。計４回におよんだ調査は以下のとおりである。 
 
第１回 ２００９年１月３１日-２月５日 （米国ワシントン DC） 
訪問者：安藤正人、加藤聖文、前川佳遠理、高橋博子（前者２名は総研大「戦争と平和」、後
者２名は前川「若手科研」（A）） 
米軍病理学研究所 Otis Historical Archives, AFIP 
米国議会図書館 Dr. Tomoko Steen, Library of Congress 
米国国立公文書館 NARA: National Archives and Record Administration 





第２回 ２００９年５月１５日-２４日 （米国ワシントン DC） 
訪問者：前川佳遠理（総研大「戦争と平和」） 
米国学士院 NAS Archives, NAS 




第３回２００９年１１月１８日-１１月２３日 （米国ワシントン DC） 
訪問者：安藤正人、前川佳遠理、和田（石田）華子（総研大「戦争と平和」） 
米国学士院 NAS Archives, NAS 
目的：資料のマイクロ・デジタル化共有化に向けた外形的概要調査 
 
第４回 ２０１０年１月２７日-１月２９日 （米国ワシントン DC） 
訪問者：前川佳遠理、和田(石田）華子、芹澤良子（前者１名は前川「若手科研」（A）、後者２
名は安藤科研費「旧植民地、占領地、原爆資料」） 





れぞれの調査については、第 3 章後半に掲載しているので参照されたい。 
 







ジェクトは、米国政府、とくに米国原子力委員会 Atomic Energy Commission の資金により、民
間の学術団体である米国学士院 National Academy of Science のもとに、１９４７年に米国学士






























records）として考えることができる。それらを統合的にとらえた史料群を institutional records 総













研究所 RERF（Radiation Effects Research Foundation）を設立し、現在に至っている。




特に ABCC 史料に関しては、１９６０年代後半に ABCC の組織的活動がいったん区切られたの
ち（ending operation）、広島・長崎の支部の記録文書が米国に送られた（1st shipment to US）。 









































立経緯や RERF 設立経緯、NRC 医学部門での活動、外交文書などを含む。多くは英語やデー
タを含む報告書もあるが、広島・長崎 ABCC で作成された日本語の史料も多く含んでいる。 
 
図２：史料群シリーズ目録 Archives Record Group：Atomic Bomb Casualty Commission 原爆傷害
調査委員会 1945-1982（括弧の中はボックス番号）  
１：ABCC-NAS Office Correspondence （1947-1975） （box1-11） 
2: ABCC Correspondence with Supporting Government and Other Agencies （1951-1973） 
（box 11-14） 
3: ABCC Program Components （1947-1973） （box 14-31） 
4: Consultants’ Visit to ABCC/RERF （1947-1977） （box 32-37） 
5: Name Files （1947-1973） （box 38-43） 
6: Subject Files （1947-1973） （box 44-57） 
7: Miscellaneous Correspondence （1946-1973） （box 57-59） 
8: ABCC Reports （1947-1972） （box 60-67） 
9: Reprints （1947-1969） （box 67-70） 
10: Photographs （1945-1970） （box 70-73） 
11: Early Reports & Inception of ABCC （1945-1953） （box 73-77） 
12: Committee on Atomic Casualties （1946-1957） （box 77-80） 
13: Advisory Committee on ABCC （1956-1973） （box 1946-1957） （box 80-82） 
14: DMS/ALS ABCC-Related Subject Files （1945-1980） （box 82-102） 
15: Administration & Budget （1951-1975） （box102-106） 
16: Early Building Development （1946-1982） （box 106-109） 
17: Editorial Office （1946-1982） （box 109-114） 
18: Committee Member/Employee Correspondence （1948-1977） （box 114-123） 
19: Supplemental Material （1945-1966） （box 124）  
 
























3．米軍病理学研究所 AFIP 所蔵 ABCC 史料群紹介  
 
NASが行政文書の史料の流れであるならば、米軍病理学研究所 National Museum of Health 
and Medicine, Armed Forces Institute of Pathology （AFIP）は、広島および長崎のABCCで集
められた臓器資料やパラフィン・ブロックなど病理学標本、医療カルテ、写真など被爆者の記録そのも































たと答えているが、実際には、ワシントン DC の AFIP から戻った先は、広島 ABCC であることを
上田哲が指摘した。 






る日本の機関への返還について交渉は進んでいなかった。（NAS: Box100 ファイル State 




























以上の資料の返還をめぐる流れは、すべて NAS および AFIP に残る資料から明らかになった
ことである。NAS の資料については今後デジタル化もしくはマイクロ化の撮影が進行すれば日本


































Medicine-Texas Medical Center Libraryおよび、UCLAに収められた科学者の個人ペーパー
の概要調査を行う予定である。また今年度から開始した日本の科学者のオーラル・ヒストリー収集
のほか、米国で健在の重要な科学者のオーラル・ヒストリーを米国在住の専門家と共同で行う予定
である。
原爆や放射線の後遺症を研究する日本の多くの機関は、被爆地にあり、また返還資料を３５年
以上も保存・管理し、公開のための多くの貢献をおこなってきた。返還された病理学標本は現在も、
あらたな、残留放射線の影響の発見につながっている。筆者もまた広島出身であり、親族に被爆
者をもつ一人である。これまで原爆や被爆について、本格的に関わりをもつことが難しかった分野
でもあった。未来に向かった原爆資料レコーズ情報センターの機能をもった機関が生まれ、これま
で幾度となく試みられた資料公開の基盤が整備されることを切に願ってやまない。
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